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研究成果の概要（和文）：　本研究では、16～18 世紀、メキシコからフィリピン諸島を経由してモノ、技術、情報が
中国大陸（あるいは東アジア）にもたらされたプロセスの解明を試みた。
　メキシコとフィリピンの間の海上貿易は、サツマイモ、タバコ、トウモロコシ、パイナップルなどの新大陸起源の農
作物がフィリピン諸島、さらに中国大陸にもたらされたが、その受容と利用のされ方には、フィリピン諸島および中国
大陸でのモノ、技術、情報の「翻訳」「編集」が重層的に関係していることが明らかとなった。そうしたなかフィリピ
ン諸島では、中国系メスティソとイエズス会がモノ、技術、情報の「翻訳」「編集」に重要な役割を果たしていたこと
が解明された。

研究成果の概要（英文）： This study has illustrated how commodities, technologies and information had 
been brought from Mexico to East and Southeast Asia during the 16 to 18th Century, and how they had been 
translated and edited into several local versions.
 With dialogue between Philippine Studies and Mexican History, we could find a unique way of translation 
both in the Philippines and Fujian, China, when crops originated in the New Continent such as sweet 
potato, corn, tobacco and pineapple were adopted to those places. We could also figure out the essential 
roles of Chinese Mestizos and Jesuit missionaries for the translation, for instance, the pineapple fiber 
manufacturing and the chocolate drinking complex respectively.

研究分野：社会人類学
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１．研究開始当初の背景 
 東・東南アジアとヨーロッパの交流史に関する従来の研
究は、16〜18 世紀、メキシコからフィリピン諸島にもた
らされたモノ、技術、情報が東・東南アジアの文化変容に
どのような影響を与えたかについて、必ずしも充分に答え
てこなかった。 
 メキシコとフィリピン諸島を結ぶ海上貿易のルートは、
銀やサツマイモ、トウモロコシ、建築技術を東・東南アジ
アにもたらしたルートであるとともに、このルートによっ
てメキシコに運ばれた日本磁器に関連して、ヨーロッパの
需要や嗜好などの情報がもたらされたルートでもあった。
本研究の研究組織は、2011年２月と2012年４月にそれぞれ
「メキシコとアジアの接点：フィリピンを中心に」と「東
西交流史研究の新たな視角：九州とヌエバ・エスパニャの
間」と題するワークショップを開催し、太平洋を舞台にス
ペイン・メキシコ・フィリピン・日本を結ぶ歴史を検証し
てきた。本研究は、これら二つのワークショップを発展さ
せ、メキシコ史研究と東アジア地域研究、東南アジア地域
研究の間に新たな協働を生み出そうとするものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、メキシコ史研究と東アジア、東南アジ
ア地域研究の協働により、16〜18 世紀、ヨーロッパ世界
との邂逅に伴う東・東南アジアの文化変容を再解釈するこ
とにある。メキシコと フィリピンの間の海上貿易は、キ
リスト教、銀やサツマイモ、建築技術、ヨーロッパでの嗜
好に 関する情報をフィリピン諸島にもたらした。こうし
たモノ、技術、情報は、フィリピン諸島の貿 易の一翼を
担う中国系メスティソや、東・東南アジアの貿易を担う中
国人商人によって様々な「翻訳」「編集」が加えられた後
に、他の東・東南アジア地域に伝達されたと考えられる。
これら一連 のプロセスをメキシコ史の視点から評価し、
東・東南アジア地域の文化変容の意味を再解釈しよ うと
いうのが本研究のねらいである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、16〜18 世紀の東・東南アジアにおける文
化変容を、（１）メキシコからもたらされたヨーロッパ文
化の直接的な受容、（２）媒介者による「翻訳」「編集」の
２つを区別し、以下の４点に関してメキシコ、フィリピン、
台湾、中国において歴史資料の発掘に努めるとともに、歴
史学と人類学の協働による現地調査を実施する。 
 
① 銀や穀物、根茎類、嗜好品、建築技術や嗜好情報等、
メキシコからフィリピン諸島にもたらされたモノ、
技術、情報が東・東南アジアに波及していく過程。 

② 例えば東・東南アジアのサツマイモはメキシコのも
のに比較して粘弾性が高いが、モノ、技術、情報の
伝播には、それら社会の実情に即して解釈し、変更
を加える媒介者の役割が重要である。本研究では、
こうした媒介者のモノ、技術、情報への介入を「翻
訳」「編集」と呼び、東・東南アジアの文化変容に与
えた影響を探る。 

③ また媒介者は翻訳・編集に関与することで植民地経
済のなかに一定の地位を獲得すると考えられるが、
媒介者の出現が個々の社会の政治力学に与える影響
についても考察する。 

④ メキシコからフィリピンにもたらされるモノ、技術、
情報は、ある程度メキシコ側の東・東南アジア認識

に依存している。本研究では、こうしたメキシコ側
の認識についても検討する。 

 
４．研究成果 
 本研究では、メキシコからフィリピン諸島を経由してモ
ノ、技術、情報が中国大陸（あるいは東アジア）にもたら
されたプロセスと、メキシコ、およびフィリピン諸島にお
けるモノ、技術、情報の「翻訳」「編集」について、以下
の知見と仮説を得ることができた。 
 
① 中南米原産の農作物、嗜好品が、メキシコからフィ
リピン経由で中国大陸にどのように伝播したか、ま
たその後、東・東南アジアの他の地域にどのように
伝播したか。 
サツマイモなど、のちに福建省での人口増加と海外
移民の起爆剤となった農作物は、伝承上、中国大陸
においてその重要性が認められていたにもかかわら
ず、メキシコ、フィリピンではその重要性があまり
認められていなかった。サツマイモ、キャッサバの
中国大陸での受容はスムーズであったが、その一つ
の理由としてデンプン加工技術がもともとあり、サ
ツマイモ、キャッサバは、デンプンを含有する作物
として認識されていたことが考えられる。 
フィリピン諸島でのサツマイモ受容を考える上で、
インタークロッピングが一つの鍵となる。ミンダナ
オなどでサツマイモが自家栽培されるときは、他の
作物とともに植えられたり、ヤシ林の中で育てられ
る。今日の福建省においても、サツマイモはピーナ
ッツとともに栽培される。またフィリピンでは、焼
畑でサツマイモが栽培されるときに、陸稲などを栽
培した裏作として栽培される。 
メキシコからフィリピンを経由してタバコが中国大
陸に入るのはき、サツマイモなどの農作物以上に早
く、しかも山間部の客家系住民の居住地が多い。換
金性の高い嗜好品の伝播が他の農作物に比べて早い
ことがわかる。一方、飲料としてのチョコレートは、
フィリピンでの普及にもかかわらず、中国大陸、お
よび他の東南アジアでは普及していない。またパイ
ナップルの繊維（ピニャ）を用いた織物も、中国大
陸、および他の東南アジアでは普及していない。ど
ちらもフィリピン諸島では、中国系メスティソが主
要な消費者であったこと、ピシャでは生産者でもあ
ったことを考え合わせると興味深い。 

② 陶磁器等の流通経路、および需要や流行、製作技術
等に関する情報がどのように伝達されたか。メキシ
コとフィリピン諸島では、有田製のチョコレートカ
ップが見つかっているが、それは何らかのかたちで
メキシコやフィリピンの需要と流行に関する情報が
鎖国期の日本にもたらされたことを示している。一
方、フィリピンでのチョコレートカップは、イエズ
ス会の関連施設で見つかることが少なくなく、メキ
シコからフィリピン、メキシコからヨーロッパへの
チョコレートの伝播にイエズス会が果たした役割の
大きさがうかがえる。 

③ カトリックの布教がカトリックを受容した社会にど
のような変容をもたらしたか。東、東南アジアでの
カトリックの布教は、いくつかの修道会によって行
われるが、社会や文化の変容を引き起こしたという
点で、とりわけ中国におけるイエズス会の役割は無



視できない。マテオ・リッチは、明末に天文学や数
学など西欧の科学的知識をもたらしたが、より重要
なのは、清代の中国に遠近法をもたらしたジョゼッ
ペ・カスティリオーネであろう。カスティリオーネ
は、皇帝の肖像画を描く際などに、伝統的な清朝の
技法を取り入れながらも「写実的」な手法で様々な
題材を描いた。カスティリオーネの絵画は、当時の
中国人が環境を認識する仕方に大きな影響を与えた
と考えられる。 

④ フィリピン諸島において、中国人商人や中国系メス
ティソがモノ、技術、情報の媒介者としてどのよう
な役割を果たしたか。18 世紀半ば以降のフィリピン
諸島では、カトリックに改宗していない中国人の居
住を認めておらず、代わりに中国人と現地の住民と
の混血であるメスティソが商業的な利権を握るよう
になる。そうしたなかで、飲料としのチョコレート
の受容やピニャ織の普及にメスティソが果たした役
割は看過できない。とりわけ福建省とフィリピン諸
島での衣服の様式に従いながらも、のちにマリア・
クララと呼ばれる様式を生み出したことは興味い深
い。 

⑤ メキシコにおいて、そこから東・東南アジアへもた
らされたモノ、技術、情報はどのように認識されて
いたのだろうか。中南米原産の農作物に関して、例
えばサツマイモやトウモロコシなどメキシコにおい
てさほど重視されていなかったもの、チョコレート
やタバコなど意識的に導入されたもの、ピニャのよ
うに本来の目的とは異ったかたちで利用されるよう
になったものなど、様々である。特にピニャは、中
国産シルクの輸入による銀の流出を抑える目的で生
産が奨励されたと言われ、技術の編集のプロセスを
物語っている。 

 
 一方、本研究で当初の課題としてあげていながらも、さ
らに研究が必要な問題として、メキシコから流入した銀の
流通にともなう東・東南アジアの経済基盤の変化の問題が
ある。この問題は、他のモノ、技術、情報の伝播プロセス
から独立した研究課題として設定していたものであるが、
ピニャ織物に見られるように農作物の伝播プロセスが当
初の想定以上に複雑であることが明らかになり、銀の問題
も他のモノ、技術、情報の伝播、編集、翻訳プロセス全体
との関わりにおいて把握する必要が出てきた。当初、フィ
リピン諸島におけるスペイン植民地統治者の関心は、もっ
ぱら鉱山開発にあったことや、諸島の周縁部で銀が呪物に
変わることも銀の問題を考える上で重要なポイントとな
ろう。 
 
 上記の成果の一部については、国際ワークショップ『東
西交流の新たな視角』(Workshop “ New Perspectives on 
Euro-Asian-American Maritime History.”)（セブ、サン
カルロス大学、2014 年 8 月 8日）、および International 
Interdisciplinary Conference "MOVEMENTS, NARRATIVES 
AND LANDSCAPES"（University of Zadar, Croatia、2015
年６月５日）で報告をした。 
 また国内では、ワークショップ『東西交流の新たな視角
２』（長崎大学、2015 年 9 月 14 日）を行った。 
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